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A Practical Report on Nursing Practice for the Elderly to Promote  
Understanding of the Various Insurance Systems for Elderly and  
Long-Term Care:  
A Future Perspective from the Experience of Using Online On-campus 
Practice
Chikako TAKAYANAGI＊and Kimie MIYANO＊
Abstract: Elderly Nursing Practicum I, which will be held in the first half of the second year of our university, 
was conducted online in 2020 due to the spread of COVID-19 infection. Based on the training development 
in 2018 and 2019, the training goals and schedule should be changed as little as possible, and the content 
should be such that students become aware of their roles and participate voluntarily. Taking into account the 
opinions and cooperation of the training faculty and considering the basic policy, we devised an experience 
similar to conventional learning.
Consequently, 1） we could collaborate with on-site training instructors and teachers by utilizing the 
connections with each training faculty, 2） we could activate group work by setting host roles led by students, 
3） VTR cases assistance and recreation planning were achieved by integrating the knowledge of the lectures 
with the issues, such as the purpose of the training, 4） the learning was deepened by providing more lectures 
by the training faculty within the same training period as before. The results such as were obtained. As a 
future direction, a new training method that combines the advantages of conventional clinical training and 
online on-campus training is suggested.



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































４．終了予定 時 分 ※２～４を90分以内とする
インタビュー計画書
施設名：
実施日程：令和２年 月 日（ ）




































③ その援助を選んだ根拠と実施する看護技術の具体的な方法を説明できる （５点×２） 10
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⑶　学生がグループで計画を立てて臨み，A氏の援
助計画立案やレクリエーション企画の発表という
課題に講話から得た知見をすぐに活用することで
一連のオンライン実習経験が統合され，実習目的
の達成につながっていくことが期待できる．今後
は，学生の最終レポートを分析していく．
⑷　学生は従来と同じ実習期間内に，より多くの臨
地実習指導者の講話に参加し，複数の施設を知る
ことができた（図４）．臨地への移動に費やされ
てきた学生の負担が軽減し，実習の学びにその力
を活かすことができた．
６　これからの高齢者看護学実習に向けて
これまで看護教育が重要視してきた臨地実習方法
は，実学としての看護学の基盤となっていた．人の
健康を対象とし，何が起きるかその日その時にしか
分からない状況の中で，専門職がどのようなケアを
しているのか，この現場のダイナミクスをオンライ
ンで学ぶことは難しい．現場で起きる出来事への対
応を知ることにより，学生は専門職の判断力や柔軟
性を学んできた．これからの高齢者看護学実習にお
いても，高齢者とのコミュニケーションを学生自ら
経験する，ケアを提供する専門職者の実際の動きを
現場で見る，という方法を継承していくことが必要
であろう．
今日まで教員は，多岐にわたる高齢者ケアの現場
を学生に広く理解させる為の努力を積み重ねてき
た．そして，限られた教員数で実習を組み立てる準
備等に多くの困難も経験してきた．例えば，施設へ
の移動に費やされる時間的な限界，打合せの移動に
伴う事故の危険性，多くの業務をもつ臨地実習指導
者と時間を調整する難しさ，などである．学生にとっ
ても慣れない地域や遠方の施設に赴く移動中の事故
や交通利便性の問題等があった．
2020年度のオンライン学内実習を経験し，実習目
的に適う新しい方法としての成果を得て，この実習
方法の可能性を知ることとなった．学生が多岐にわ
たる高齢者ケアの現場を限られた実習期間内に理解
するのは難しい．しかし，学生の主体性を引き出す
仕掛けをつくり，多様な高齢者や関係する人々の現
状と支援する専門職の活動を講話に取り入れ，臨地
実習指導者と学生との双方向のやり取りが実現でき
れば，オンライン学内実習で現場の今を理解するこ
とが可能となる．従来の臨地実習とオンライン学内
実習の利点を組み合わせ，これからの高齢者看護学
実習の方法をさらに検討していきたい．
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